
今
こん

週
しゅう

の聖書
せいしょ

研究
けんきゅう

ガイドのポイント         アドベンチスト聴覚
ちょうかく

しょうがい者
しゃ

友
とも

の会
かい

                                

   

総
そう

 題
だい

 「エフェソの信
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課
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 光
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１
いち

．安息
あんそく

日
にち

午後
ご ご

  今
こん

週
しゅう

のテーマ 

カットグラスの水
みず

差
さ

しの話
はなし

が出
で

てきます。私
わたし

は見
み

てきれいだと思っても価値
か ち

はわかりません。その

価値
か ち

を知
し

っている人
ひと

でなければ、本当
ほんとう

の値
ね

段
だん

や素晴
す ば

らしさを伝
つた

えられないものです。私
わたし

が 2 0
にじゅう

代
だい

のとき

にアルバイトをしていて、どら焼
や

きを差
さ

し入
い

れされました。渡
わた

されるときに、このどら焼
や

きが有名
ゆうめい

でおい

しい店
みせ

のどら焼
や

きであると聞
き

いていました。一緒
いっしょ

に働
はたら

いていた人
ひと

がそれを知
し

らないで、「食
た

べない」と私

に渡
わた

してきたので、「これは有名
ゆうめい

でなかなか食
た

べられないどら焼
や

きなのによいのですか？」と確認
かくにん

した途
と

端
たん

に、私
わたし

の手
て

から奪
うば

って食
た

べておられました。価値
か ち

を知
し

ってそれを手
て

放
ばな

すことはなかなか難
むずか

しいのが

人間
にんげん

です。パウロは、キリストの素晴
す ば

らしさと言
い

う価値
か ち

を理
り

解
かい

しているつもりでしたが、エペソの人
ひと

たち

はキリストの素晴
す ば

らしさよりも、今
いま

までの生活
せいかつ

の中
なか

にあったみだらな集
あつ

まり、飲酒
いんしゅ

する生活
せいかつ

に価値
か ち

があ

ると考
かんが

え、誘惑
ゆうわく

に負
ま

けていた人
ひと

たちもいたようです。第
だい

2
に

課
か

の学
まな

びにありましたが、キリストの霊
れい

を常
つね

に心
こころ

に迎
むか

え入
い

れている限
かぎ

り、私
わたし

たちは天
てん

の御
み

国
くに

を相続
そうぞく

することができるのです。キリストの価値
か ち

を見
み

失
うしな

うことなく、キリストから離
はな

れないで賢
かしこ

く生
い

きていくことについて考
かんが

えていく学
まな

びです。 

 

２
に

．日曜日
にちようび

：「それよりも、感謝
かんしゃ

を表
あらわ

しなさい」 

パウロは、エフェソの手
て

紙
がみ

5
ご

章
しょう

を通
とお

して、愛
あい

によって歩
あゆ

むように勧
すす

めています。自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

がキリスト

によってどれほど愛
あい

されているかということを知
し

って、その愛
あい

を他
ほか

の方々
かたがた

にも伝
つた

えていくため、キリスト

の愛
あい

に習
なら

った生
い

き方
かた

をするように勧
すす

めています。その確
かく

証
しょう

として 

１
いち

．父
ちち

なる神
かみ

とキリストご自
じ

身
しん

の愛
あい

によって動
どう

機
き

づけられている。 

２
に

．キリストは私
わたし

たちの身
み

代
が

わりとなって死
し

んでくださった代
だい

理
り

人
にん

である。 

３
さん

．旧約
きゅうやく

聖書
せいしょ

の時
じ

代
だい

の聖所
せいじょ

での奉
ほう

仕
し

に象 徴
しょうちょう

されるように、キリストの姿
すがた

は、神
かみ

に捧
ささ

げられた犠
ぎ

牲
せい

である。 

４
よん

．この犠
ぎ

牲
せい

を通
とお

して神
かみ

はささげられたものを「香
かお

りのよい供
そな

え物
もの

」として受
う

け入
い

れる。 

ということです。今
いま

も昔
むかし

も、キリストを知
し

ることで、間
ま

違
ちが

っていたことや、神
かみ

に従
したが

う上
うえ

で正
ただ

しくな

い生
い

き方
かた

から離
はな

れ、用心深
ようじんぶか

くキリストが喜
よろこ

ばれる生
い

き方
かた

を選
えら

び、他
ほか

の人
ひと

たちとの間
あいだ

でも良
よ

い評判
ひょうばん

を得
え

ることができるように正
ただ

しく歩
あゆ

んでいくように教
おし

えています。 



 

３
さん

．月曜日
げつようび

：光
ひかり

の子
こ

として歩
あゆ

む 

パウロは、エフェソの人々
ひとびと

に、「あなたがたは、以
い

前
ぜん

はやみであったが、今
いま

は主
しゅ

にあって光
ひかり

となってい

る。光
ひかり

の子
こ

らしく歩
ある

きなさい――光
ひかり

はあらゆる善
ぜん

意
い

と正
せい

義
ぎ

と真実
しんじつ

との実
み

を結
むす

ばせるものである――」

（エペソ5
ご

： 8
はち

― 9
きゅう

口
こう

語
ご

訳
やく

）と、主
しゅ

に喜
よろこ

ばれることが何
なん

であるかを見
み

極
きわ

め、正
ただ

しい振
ふ

る舞
ま

い、神様
かみさま

の

喜
よろこ

ばれる生
い

き方
かた

を選
えら

ぶように教
おし

えています。神
かみ

は悪
あく

に対
たい

して神
かみ

の怒
いか

りを用
もち

いられますが、それは気
き

まぐ

れに気
き

分
ぶん

次
し

第
だい

で怒
おこ

る人間
にんげん

の怒
いか

りではなく、徹底的
てっていてき

な神様
かみさま

から反
はん

した生
い

き方
かた

を取
と

り除
のぞ

く怒
いか

りなのです。 

 

４
よん

．火曜日
か よ う び

：「眠
ねむ

りについているものよ、起
お

きよ」 

パウロは、神様
かみさま

への賛
さん

美
び

と感謝
かんしゃ

の言
こと

葉
ば

を語
かた

ることを勧
すす

めています 

この励
はげ

ましは、終
お

わりの時
とき

の死
し

者
しゃ

の復活
ふっかつ

（エフェソの2
に

章
しょう

1
いち

、5
ご

節
せつ

参照
さんしょう

）に関連
かんれん

する表
ひょう

現
げん

を用
もち

いて、

霊的
れいてき

な眠
ねむ

りから覚
さ

め、キリストに似
に

た姿
すがた

へ変
か

えられる経験
けいけん

をするように明確
めいかく

に呼
よ

びかけています。 

そのために 

1
いち

. 光
ひかり

の子
こ

として神
かみ

に栄光
えいこう

を帰
き

す生
い

き方
かた

をすること 

2
に

. みだらな会
かい

話
わ

やみだらな行
おこな

いをしない。 

という 2
ふた

つを通
とお

して神
かみ

から離
はな

れることのない生
い

き方
かた

が大切
たいせつ

です。パウロは、エフェソの人々
ひとびと

や現代
げんだい

の

私
わたし

たちのことを責
せ

めるためではなく、神
かみ

の恵
めぐ

みによってすべての人
ひと

が正
ただ

しい生
い

き方
かた

をすることができる

ように、キリストを受
う

け入
い

れた人々
ひとびと

は、キリストを証
あかし

する者
もの

として、光
ひかり

に照
て

らされた品性
ひんせい

の改革
かいかく

をキ

リストから与
あた

えられ、キリストの価値
か ち

を見
み

失
うしな

うことなく、キリストから離
はな

れないで賢
かしこ

く生
い

きていけると

教
おし

えています。 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：掘
ほ

り出
だ

し物
もの

を手
て

に入
い

れる 

ガイドの中
なか

にある「エクサゴラゾー」というギリシャ語
ご

が、「掘
ほ

り出
だ

し物
もの

を手
て

に入
い

れる」という意味
い み

が

あります。パウロは、この言
こと

葉
ば

を用
もち

いて、キリストの再臨
さいりん

を待
ま

ち望
のぞ

む、私
わたし

たちが、その機
き

会
かい

を最大限
さいだいげん

に

活用
かつよう

することを促
うなが

しています。 

「クリスチャンの希
き

望
ぼう

は、希
き

望
ぼう

的
てき

観測
かんそく

※ではない、クリスチャンの希
き

望
ぼう

は、熱心
ねっしん

に待
ま

ち望
のぞ

んで、前進
ぜんしん

し

ていくことである。われわれは、行動
こうどう

するのである。われわれは行動
こうどう

して、生
い

きるのである」。（副読本
ふくどくほん

6 8
ろくじゅうはち

頁
ぺーじ

）とあるようにキリストを信
しん

じる、人生
じんせい

を選
えら

んでいながら、他
ほか

のものに左
さ

右
ゆう

されて正
ただ

しく歩
あゆ

むことができないなどとならないように、いつもキリストにあって与
あた

えられる永遠
えいえん

の命
いのち

や天
てん

の国
くに

に必
かなら

ず行
い

けるというキリストと歩
あゆ

むことによって確
かく

証
しょう

のある希
き

望
ぼう

を胸
むね

に歩
あゆ

んでいくことが大切
たいせつ

です。 

※希
き

望
ぼう

的
てき

観測
かんそく

：そうなってほしいという希
き

望
ぼう

であって、確
かく

証
しょう

のないこと 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：霊
れい

に満
み

たされた礼拝
れいはい

 



はじめに理
り

性
せい

を麻痺
ま ひ

させる飲酒
いんしゅ

について注
ちゅう

意
い

がされています。飲酒
いんしゅ

には正
ただ

しい判断
はんだん

ができなくなり

乱暴
らんぼう

なことや、あとから取
と

り返
かえ

しがつかない行
こう

為
い

や品性
ひんせい

が乱
みだ

れてしまうことが必
かなら

ずあることだとパウロ

は教
おし

えています。ある人
ひと

は聖書
せいしょ

を独
どく

自
じ

の解
かい

釈
しゃく

で、飲酒
いんしゅ

は良
い

いけど、酔
よ

ってはいけないと考
かんが

えています。

飲酒
いんしゅ

して酔
よ

うか酔
よ

わないかにかかわらず、飲酒
いんしゅ

する場
ば

所
しょ

に参
さん

加
か

して、危
き

険
けん

に会
あ

うことや正
ただ

しい判断
はんだん

がで

きない人
ひと

に巻
ま

き込
こ

まれてしまうことがないように、常
つね

にクリスチャンとして正
ただ

しい判断
はんだん

ができるようにお

酒
さけ

を避
さ

けて目覚
め ざ

めた状態
じょうたい

を維
い

持
じ

していくことが大切
たいせつ

です。また、キリストを信
しん

じる人々
ひとびと

の礼拝
れいはい

は魅
み

力
りょく

的
てき

で興
きょう

味
み

をそそるものであるとパウロが教
おし

えています。人
ひと

の心
こころ

の最
もっと

も奥深
おくふか

くにある切望
せつぼう

にかない、

現代
げんだい

の習
しゅう

慣
かん

や魅
み

力
りょく

に対
たい

して戦
たたか

い抜
ぬ

く可
か

能性
のうせい

を秘
ひ

めているものが礼拝
れいはい

です。私
わたし

たちは、霊
れい

に満
み

たされ

た礼拝
れいはい

が必要
ひつよう

です。副読本
ふくどくほん

の中
なか

で礼拝
れいはい

について書
か

かれています。 

１
いち

．礼拝
れいはい

は観戦
かんせん

する（見
み

ているだけ）ものではなく参
さん

加
か

する（協 力
きょうりょく

して関
かか

わっていく）ものです。

パウロは「御
み

霊
たま

に満
み

たされて、詩
し

とさんびと霊
れい

の歌
うた

とをもって語
かた

り合
あ

い、主
しゅ

にむかって心
こころ

からさ

んびの歌
うた

をうた」（エペソ5
ご

： 1 9
じゅうきゅう

口
こう

語
ご

訳
やく

）う信
しん

徒
と

の姿
すがた

を描
えが

いています。 

２
に

．礼拝
れいはい

は、神
かみ

を中
ちゅう

心
しん

とした様々
さまざま

な種類
しゅるい

の心
こころ

のこもった音楽
おんがく

が奏
かな

でられるものであるべきです。 

３
さん

．礼拝
れいはい

は教
きょう

会
かい

とそのプログラムを宣伝
せんでん

するイベントではなく、神
かみ

を礼拝
れいはい

することにのみ焦
しょう

点
てん

を当
あ

てるように教
おし

えています。安息
あんそく

日
にち

を通
とお

して私
わたし

たちは福音
ふくいん

を分
わ

かち合
あ

い喜
よろこ

ぶことが大切
たいせつ

です。 

４
よん

．礼拝
れいはい

は、クリスチャンの仲
なか

間
ま

意
い

識
しき

と共
きょう

同体
どうたい

をはぐくみ、現実
げんじつ

化
か

します。 

 

７
なな

．金曜日
きんようび

：さらなる研
けん

究
きゅう

 

このエフェソ5
ご

： 1
いち

― 2 0
にじゅう

を振
ふ

り返
かえ

るときに、クリスチャンの生
い

き方
かた

についての大切
たいせつ

なことはなんでし

ょうか。ガイドの中
なか

では飲酒
いんしゅ

に関
かん

しての説明
せつめい

が何
なん

度
ど

もありました。飲酒
いんしゅ

は私
わたし

たちをキリストから離
はな

れさ

せる力
ちから

があるものです。飲酒
いんしゅ

によって言
こと

葉
ば

や行
おこな

いもキリストから離
はな

れたものになるからです。私
わたし

たち

は神
かみ

にならうものキリストにならうものであり、愛
あい

の神
かみ

と自己
じ こ

犠
ぎ

牲
せい

的
てき

なキリストにならうべきです。エフ

ェソ5
ご

： 1
いち

―2
に

に「こうして、あなたがたは、神
かみ

に愛
あい

されている子
こ

供
ども

として、神
かみ

にならう者
もの

になりなさい。

また愛
あい

のうちを歩
ある

きなさい。キリストもあなたがたを愛
あい

して下
くだ

さって、わたしたちのために、ご自
じ

身
しん

を、

神
かみ

へのかんばしいかおりのささげ物
もの

、また、いけにえとしてささげられたのである」とあるように、再臨
さいりん

が間
ま

近
ぢか

に迫
せま

っている時
じ

代
だい

に、酔
よ

ったりみだらなことでキリストから離
はな

れることのないように、意
い

識
しき

をはっ

きりさせて礼拝
れいはい

をおこない、キリストの救
すく

いを喜
よろこ

んで、キリストに喜
よろこ

ばれる生
い

き方
かた

を続
つづ

けましょう。 

 

振
ふ

り返
かえ

りの質問
しつもん

 

１
いち

．自
じ

分
ぶん

のクリスチャンとしての歩
あゆ

みの中
なか

で反省
はんせい

する点
てん

があるでしょうか。 

２
に

．私
わたし

たちが喜
よろこ

んで生
い

きることができるように、キリストを賛
さん

美
び

して礼拝
れいはい

するには、 

日々
ひ び

どのように歩
あゆ

むべきでしょうか。 


